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雑

佐
藤
助
教
授
著
「
獨
和
言
林
」

佐
藤
助
数
授
数
年
の
椀
ま
ざ
る
努
力

の
料
品
た

る

「
獨
利
―-""
林
」
が
阻
月

に
誕
生
し
た。

署
者
佐
藤
先
生
は

日
本
謡
に
到
す
る
深
い
愛
の

所
有
者
で
あ
り
、

踵
解
者

で
あ
る
。
こ

の
拙
に
お
い
て
箪
な
る
獨
逸
研
學
者
と
は
大
な
逃
庭
が
あ
る
。

こ
れ
は
こ

の
害
を
締

け
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で

あ
っ

て
、
こ
4

で
は
す
べ

て
の
獨
逸
語
が
日
本
語
に
よ
っ
て
完
全
に
料
理
さ
れ
、
咀
喘
さ
れ
、
洵
化
さ

れ
て
ゐ
る
。
ま
こ
と
先
生
が
い
は
れ
た
如
く

「
ド

イ
ツ
人
が
ド
イ

ツ
語
を
研

究
す
る
と
は
全
く
ち
が

っ
た
文
化
的
窓
義
」
を
こ

の
喰
し
は
も
っ

て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
ま
づ
こ
4

で
は
ド
イ
ッ

諮
は
固
定
的
な
も

の
と
し
て
で

は
な
く
、

猫
證
法

的
疲
展
の
相
に
お
い
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
来
の

多
く

の
僻
害
に
見
ら
る

4

様
な
到
諜
的
な
や

り
方
は
全
然
改
め
ら
れ
、
ま
づ
は
じ
め
に

K
l
u
g
e
に
よ

つ
て
正
確
な

諾
原
が
か
A

げ
ら
れ
、
稲
々
な
窓
味
へ
の
棘
化

が

一
目
諒
然
と

示
さ
れ
て

ゐ
る
。
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装

添
涸
氏
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5

と

あ
リ
、

我
國
の
「
x
x
x
x

が
兵
隊
な
ら
ば
、

蝶
々
が
~蛉
も
島
の
う
ち

」

と
い
ふ
俗
揺
と
考
へ
合
せ

て
自
ら
微
笑
を
梨
じ
得
な
い
も

の
が
あ
る
。
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以
上

の
例
は
九
牛
の

一
毛
に
も
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
僻
典

の

い
か
に
扱
れ
た
も

の
で
あ

る
か
は
想
像

で
き
る

。
夫
々
の
齢
に
應
ず
る
英
函lln

る
照
應
せ

し
め
た
こ
と
、
首
葉
の

窓
味
を
脈
史
的
に

又
は

心
到
的
に
述
べ

た

こ
と
、
基
本
語
と
派
生
諮
と
の
脳
係
を
諒
然
た
ら
し

め
た
こ
と
、
更

に
各
語
の

用
法
を
示
し
て
文
法
的
槻
能
を
明
か

に
し
文
法
僻
典
の
宜
を
も
兼

ね
具
（
て

ゐ
る
こ
と
等
本
僻
典
を
手
に
し
た
人

の
等
し
く
快
哉
を
叫
ぶ
所
以
で

あ

る
。

又
前
置
阿
及
び
前
綴
の
籾
密
な
分
析
も
本
癖
典
の
一
大
特
色
を
な
す
も
の

(
-
．
八
五
．
一）
＇

ー



で
あ

っ
て
、
獨
逸
語
駆
界
に
お
け
る
割
期
的
な
企
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
．

元
来
前
綴
の
も
つ
細
か
な

ーニ
ア
ン
ス
を
昧
倒
す
る
．
の
は
獨
逸
熙
を
學
ぶ
者

の
困
難
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
本
杏
で
は
前
綴
の
意
義
は

P
a
u
l-
f
ailing,

D
eutsches 
W
o
r
t
e
r
b
u
c
h
に
準
掘
し
て
分
析
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、

前
綴
を
も
つ
動
詞
は
す
べ
て
こ
れ
と
夫
々
照
應
し
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。

例
へ
ば

v
e
r'
と
い
ふ
前
綴
を
幾
多
の

項
目
に
分
つ
て
分
析
し、

ver'
を
有
す
る
複
合
動
詞
、
た
と
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更
に
叉
こ

の
例
に

も
見
ら
れ
る
様

に、

級
の

切
り
方
を
示
し
、
右

M
の
＊

印
に
て
強
焚
化
又
は
不
規
則
焚
化
勅
同
な

る
こ

と
を
示
し
、

類
諮
、
反
到
賠

を
掲
げ
た
こ
と
節
労
者
の

細
か
い
心
猫
し
の
程
が
伺
は
れ
る
。

以
上

の
外
本
僻
典
の
特
色
は
多
く
あ
る
が

、
本
祁
を

手
に

す
れ
ば
直
ち
に

わ
か
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
捌
愛
す
る
こ
と
に

す
る
。

私
は
本
芯
を
手
に
し
て
、
前
に

も
述
べ

た
こ
と
で

あ
る

が、

一
頁

一
頁
に

に
じ
み
出

る
様
な

11
本
語

に
到
す
る
先
生
の
愛
と
珂
俯
に
深
い

敬
ふ品
を
表
は

す
と
共
に
、
こ
の
一

事
を
も
つ
て
し
て
も

一
般
話
學
研
究
者
の
机
上
を
飾
る

値
値
が
あ
る
と
信
ず
る
も

の
で
あ
る
。
（
白
水
祉
、
並
製
四
闘
、

特
製
五
闘
）

（
犬
山
朴
）

文

學

研

究

第
十
六
輯

題
目
「
沙
門
法
琳

の
研
究
」
。

令
開
他
。
庄
野
刷
手
の

卒
業
論
文
硲
表
あ
り
。

一
、
六
月

二
十
日
（
土
）

「
獨

邸
面
林
」
出
版
祝
賀
合

基
山
に
試
む
。

（一

八
五
二
）

佐
巌
助
敬
授
署

「
獨
利
首
林
」

の
誕
生
を
機
と
し
て
六
月
二
十

H
（
土
曜

日
）
新
三
浦
に

お
い
て
祝
烈
合
を
行
ふ

。
小
牧
数
授
、
佐
藤
助
数
授
、
内
蔽

購
師、

獨
文
瀾
係
卒
業
生、

學
生
多
数
出
席
。

一
、
六
月
十
日
（
水
）
、

午
後
七
時
牛
よ
り
支
那
留
學
中
の
山
室
三
良
副

手
の
撒
迎
座
談
合
を
、
橋
口
町
凪
洲
屈
階
上
に
開
他
す
。
山
室
副
手
よ

り
支
那
根
昇
、
特
に
北
平
哲
卑
界
の
現
欣

の
詳
細
な
る
報
告
あ
り
、
種

々
合
員
間
に
質
間
あ
っ

て
、
十
時
盛
會
裡
に
閉
合
。

午
後
一
時
よ
り
第
二

叫
生
生
梨
合
所
に
於
て
例

一
、
五
月
十

六
日
（
土
）

新
入
學
生
散
迎
兼
合
員
懇
親

ハ
イ
キ
ン
グ
を

支

那

學

禽

猫

文

巫

會

彙

報
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